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経営品質協議会 人材育成プログラム 

「アセスメントコース」 開催 

 

 
 

中国経営品質協議会では、１０月２７日（火）・

２８日（水）の２日間、経営品質協議会インスト

ラクターの中田和明氏を講師にお招きし、人材育

成プログラム「アセスメントコースＡ１（基礎編）」

を開催しました。 

 

このアセスメントコースは、Ａ１からＡ３まで

の全３コースを受講し、修了後に「セルフアセッ

サー認定登録」を行っていただくことで、経営品

質協議会認定「セルフアセッサー」になることが

できます。経営品質向上プログラムでは、組織内

で経営革新を進めるためにリーダーシップを発揮

する人材を「セルフアセッサー」と位置付けてい

ます。 

また、アセスメントは、組織が目指す「理想的

な姿」に対し、組織の現状を明らかにし、次の段

階に上がるために伸ばすべき強みと改善課題を明

確にすることを目的としています。 

 

今回開催したアセスメントコースＡ１（基礎編）

の研修内容は、主に次の３つのポイントについて

学んで頂きます。 

・経営品質の基本的な考え方とセルフアセスメ

ントの概要を理解する。 

・基本理念、重視する考え方を理解し、経営品

質向上活動の思考のベースを作る。 

・組織プロフィールを学習し、現状分析の方法

を学ぶ。 

 

研修当日は、中田講師のご指導を頂き、初日は、

経営品質の考え方についての講義や先進企業の優

れた取り組み事例を活用した個人演習やグループ

討議を行い、二日目は経営課題（重要成功要因）

を考え、経営課題実現に向けた実行計画を検討す

るなど、参加者の皆さんは熱心に課題に取り組ん

でおられました。 

経営品質の向上とは、組織が継続的な経営革新

に取り組み、「卓越した経営」を目指すことです。

「卓越した経営」を目指すには、「顧客本位」「独

自能力」「社員重視」「社会との調和」の４つの

基本理念があり、この４要素を同時に満たしてい

くために、どのような経営を目指すのかを、参加

者自ら考えながら学んで行きました。 

研修後に参加者からは、「大変な研修だけれど

も、会社で是非活用していきたい。」等の感想を

頂きました。 

 

今後、第２回「アセスメントコース Ａ２（知

識編）」を１１月２４日（火）・２５日（水）に

開催予定で、アセスメント基準書に基づく経営活

動の見方・考え方を学びます。各カテゴリー、ア

セスメント項目の基本要求事項を理解し、多様な

視点を身に付け、評点ガイドラインの学習を通し

て成熟度の違いを理解して頂きます。 

第３回「アセスメントコース Ａ３（評価編）」

は、翌年の２月２日（火）・３日（金）に開催予

定で、事前課題をもとにアセスメント演習を行い、

研修の総括として、組織革新に向けたチーム作り、

計画づくり、変革者としての志について考えて頂

きます。 
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ＨＯＴ情報 

平成２７年度 経営セミナー（第２回） 

～社員と顧客を幸せにする強い経営～ 

 

 
10月 26日（月）に、「日本でいちばん大切にし

たい会社」の著者の法政大学大学院政策創造研究

科 教授 坂本光司氏を講師にお招きし、「経営

セミナー（第２回）」を開催しました。その要旨

の一部分をご紹介します。 

 

１．人財は、正しい経営の中から自然に育つ 

 社員は、体系的な教育をすれば育つというもの

ではない。行き過ぎた成果主義は、会社にギスギ

ス感を生んでしまう。人財は、正しい経営から必

然的に育つのである。 

 例えば、商品の知識がないお年寄りにも高い値

段の商品からパンフレットを出すように指導する

会社の若手社員は苦しんでいる。そんなことで、

いかに業績を高めようとしても、長期的には難し

いと思う。 

 

２．社員がやる気を喪失する最大の要因とは 

 社員がやる気を無くしてしまう最大の要因は、

経営者や上司に対する不平・不満・不信感にある。

これは、何回調べてみても答えは同じだった。給

料の不満より、はるかに多い結果となった。 

 

３．経費には好不況を問わず節約してはいけない

ものがある 

 経費には、好不況にかかわらず、かけ続けなけ

ればいけないものがある。しかし、多くの会社は

不況になるとその大事な経費もカットしてしまう。

だから、景気に左右され、自活利益を生み出すこ

とができない。節約してはいけない経費は４つで

ある。 

①試験研究費（R＆D経費、研究開発費） 

 新しい価値を創造するための経費であり、新商

品開発経費、新サービス開発経費である。新商品

は、１週間にわたり経費をかけたら明日からでき

るというものではない。長続きする商品や単価が

高い商品であればあるほど時間がかかる。既存の

商品は、いずれ成熟していき、簡単に真似をされ

るようになり、値段が下がっていく。また、新し

い商品は現代単価を決められるが、古い商品は昔

の値段のままとなってしまう。だから、企業は、

常に新商品をもたざるをえない。蒔いた種は全部

が芽を吹くことはない。しかし、種を蒔かなけれ

ば可能性すらなくなる。新商品が無ければ、景気

や発注企業に期待をする経営となる。未来に対す

る種まきをするのは、経営にとって当たり前のこ

と。下請け企業だから、新商品を開発しなくても

良いと思っているかもしれないが、自社の将来を

発注社が値段も下げずにいつまでも保証してくれ

る時代ではない。自社で、自活利益を出せるよう

な新商品を開発していかなければ、社員とその家

族を幸せにすることはできない。 

②人材の確保経費 

 好況になりそうな時は採用を増やし、経済が委

縮する時は社員を募集しない。これが、おかしい。

新しい価値を創造するのは人であり社員である。

新しい価値を創造する人が少ない結果として売上

高が下がった。来年また厳しい年になるというこ

とは、ますます新商品が要求されているにも関わ

らず、価値を創造する人を入れないということに

なってしまう。また、優秀な人材を確保するため

には応募者数も多いことが望ましくなり、経費が

必要となる。 

③人財育成経費 

 人財を伸ばす経費をかけることも重要である。

不況だから研修費をカットするのは、間違ってい

る。社員を光り輝かせなければ、好況になること

はありえない。人材の育成にかける時間の目安は、

総実労働時間の５％ぐらいに OFF－JT と自己啓発

を合わせた教育訓練時間をかけることである。金

額では、社員一人あたりに１年間で２０万円。良

い会社は、それぐらい社員を磨いている。その研

修費をかけなければその額はそのまま利益になる

のだから、今日だけのことを考える企業はかけた

くないだろう。もちろん、教育をしても、成長を

する人もいれば、しない人もいるだろう。しかし、

会社は継続しなければいけないのだから未来への

投資は必須である。 

④福利厚生経費 

 社員や社員の家族が誕生日の時に、花束やケー

キを贈る。社員が喜ぶような社員旅行を実施する。

これらは、福利厚生経費である。 

 

４．社員満足度・幸福度の高い企業で業績の低い

企業は存在しない 

 業績の高い企業は、社員満足度が普通に良いの

ではなく、ずば抜けて高い。経営者が社員とその

家族の幸せを追及すると、社員は業績を稼いでく

れる。経営者の仕事は、社員が気持ち良くいい仕

事ができる環境準備をすることである。 
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決算書セミナーを開催 

～決算書の数字の奥にある意味をわかりやすく理解～ 

 

 

10月 14日（水）、「決算書セミナー」（講師：税

理士・米国税理士・ＣＦＰ(R)経営コンサルタント 

高下淳子氏）を開催しました。セミナーの一部をご

紹介します。 

 

はじめに、「決算書を読みこなすためのコツ」と題

した講義からはじまりました。決算書作成の流れを、

資産・費用・負債・純資産・収益を「５つの箱」に例

えて、それぞれについて簿記の知識がなくてもわかる

よう解説をしていただきました。貸借対照表・損益計

算書を読みこなすポイントでは、貸借対照表の負債と

純資産のバランスをみることで財務体質の健全性を見

極めることが大切です。損益計算書からはいろいろな

情報を読み取ることができるので、取引先等の損益計

算書からその会社の商品力、本業力、実力を的確に判

断するための数字を読みとることが重要となります。

そのポイントをサンプル会社の決算書を使って、実際

に利益率等を計算しながら、決算書からこの会社の企

業体質を分析し、理想の財務体質とはどのようなもの

なのかを分かりやすく解説していただきました。また、

キャッシュフロー計算書作成の留意点、ポイントを聞

きながら参加者が実際に計算書を作成し理解を深める

ことが出来ました。 

 参加者からは、「実際に表を見ながらの講義でより

わかりやすく学ぶことが出来た」「経理を専門として

いない者でも理解しやすかった」「本やインターネッ

トではさっぱりわからなかった内容が不思議と頭に入

ってくるので驚きました」などのお声をいただきまし

た。 
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経営品質実践セミナー（第２回）開催 

～優れた職場の対話が現場をつくりあげる～ 

 

 

10 月 27 日（火）、広島市において「経営品質実践

セミナー（第２回）」を開催しました。今回は、2013

年度日本経営品質賞を受賞された西精工株式会社 代

表取締役社長 西 泰宏氏と製造部係長 大久保浩司氏

に講演いただきました。 

 

はじめに、「社員が対話することが、なぜ経営で重

要なのか」と題して西社長に講演いただきました。対

話と会話では何が違うかというとそれは納得している

かどうかだと考えている。人は指示命令では主体性を

もって動かない、対話して納得した時、考えながら動

くことが出来ると思っている。これが仕事の原動力の

一番になるのではないかと考えている。また、これか

らは社員を中心に考えないといけないと思っている。

ファインパーツというお客様に本当に喜んでもらえる

ものを作りたいと思ったとき、お客様、協力会社のこ

とをどれだけ考え、社員同士が本音で話し合いチーム

ワークを発揮して、どれだけいいものをつくれるか。

一番お客様を喜ばせることができるのは社員なので、

社員のために経営資源を投入するように価値の考え方

を変えていったというお話や社内の取り組みについて

お話いただきました。 

 西社長の講演に続き、「職場の対話の質を高めるた

めの心得とリーダーの覚悟」と題して大久保係長に現

場のリーダーの立場から講演していただき、対話の質

を高めるためには、相手の思いと考えをどれだけ理解

しょうとしているかが何より重要なことだと考えてい

る。毎朝 1時間の朝礼で西精工フィロソフィーをもと

に対話する場が相手の思いを理解しょうとする場とな

っている。西精工にはお互いがお互いの思いや考えを

十分理解するためのツールが朝礼以外の場に沢山あり、

このツールを活かせるかどうかはリーダー次第で、そ

の結果毎朝の朝礼が意味ある対話の場となっていると

お話いただきました。 

 最後の質疑応答では、参加者から「リーダーの任命

はどのような基準でしているか」「社員の家族の幸せ

のために何が大切だと考えているか」「時間の使い方

の変化」等についての質問に丁寧に答えていただきま

した。 
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営業セミナー   

～お客様に信頼され選ばれる営業～ 
日 時：１１月１２日(木)１０：００～１７：００ 

場  所：広島市文化交流会館（広島市中区加古町 3-3） 

会員参加料： 15,400円 

講 師：株式会社セブンフォールド・ブリス 

           代表取締役 本田 賢広氏 

内 容：  

１．インターネットが顧客ニーズと購買行動を大きく

変えた 

２．優秀な営業担当者は、お客様からどのように思わ

れているのか 

３．お客様の本質を理解して営業を進める 

４．短時間で深い信頼を構築する秘訣 

５．お客様が気づかないウォンツを引き出すための質

問テクニック 

６．お客様が買いたくなる商談の進め方 

７．お客様からご紹介をいただく究極の営業 

８．お客様から選ばれる営業担当者になるために 

 

経営品質実践セミナー（第３回） 

～社員がイキイキと顧客に喜ばれる価値を創造～ 
日 時：１２月１０日(木)１４：００～１６：００ 

場  所：広島市文化交流会館（広島市中区加古町 3-3） 

会員参加料： 8,700円 

講 師：滋賀ダイハツ販売株式会社 

代表取締役社長 後藤 敬一氏 

内 容： 

・先代から「赤字は悪。２位から下はすべて負け」と

学んでいた 

・赤字転落の危機と幹部が全て年上の先輩の中で社長

就任 

・経営品質との出会いと当時の会社の３つの問題 

・経営品質の４つの基本理念に自社を当てはめると、

足りないものがわかった 

・社員のやる気を引き出し組織の魅力を高め独自の革

新活動を展開するプロセス 

・業務を標準化活動から進化させ、部門の連携で顧客

満足要因を磨きあげる実例 

 

新入社員のＯＪＴ指導（先輩編） 
～堂々と先輩社員として信頼される指導をするために～ 

日 時：１月１９日(火)１０：００～１７：００ 

場  所：広島国際会議場（広島市中区中島町 1-5） 

会員参加料： 10,800円 

講 師：中国生産性本部  

組織活性化プロデューサー 西川 三佐子 

内 容： 

１．先輩社員が新入社員の指導で直面する問題 

２．先輩社員が新入社員に与える影響 

３．先輩社員としての心構え 

４．新入社員とのコミュニケーションのとり方 

５．新入社員に指導する方法 

６．新入社員を育成する時のポイント 

７．上司に新入社員の状況を定期的に報告する 

８．後輩を育てるには、まず、自分が成長する  

 

女性リーダー養成セミナー（基礎編）  

～明るく、自信を持って日々の仕事を推進するために～ 

日 時：２月１６日(火)１０：００～１７：００ 

場  所：広島国際会議場（広島市中区中島町 1-5） 

会員参加料： 10,800円 

講 師：中国生産性本部  

組織活性化プロデューサー 西川 三佐子 

内 容： 

１．経営環境が厳しい中、女性の労働年数は延長して

いる 

２．今、女性社員の活躍を企業も求めている 

３．変化を拒まず、自信をもって前進するための心の

置き所 

  ①男女に関係なく、変化を拒んでしまう心理 

  ②肯定的に物事を捉えて、前向きに行動するために 

４．有効な時間管理術を理解する 

  ①時間管理の考え方 

  ②本来すべきことに時間を使えているだろうか 

 ③今までの時間の使い方を振り返る 

５．上司と健全な信頼関係を構築する 

  ①信頼されるコミュニケーションのとり方とは 

  ②消極的でもなく攻撃的でもなく、素直に伝える技術 

  ③パワハラを発生させない働き方とは 

  ④信頼を高める「報告・連絡・相談」の仕方 

６．感情的に結論を出すのではなく、状況判断能力を

磨く 

  ①仕事は事実で進める 

  ②情報を多方面から集める 

  ③相手の立場に立って考えてみる 

７．後輩と共に職場の問題を主体的に改善する 

  ①今までにない発想は会社の財産 

  ②問題のとらえ方と改善への思考法 

  ③職場の生産性を上げるために 

  ④お客様に信頼される職場・仕事のあり方とは 

８．キャリアデザイン 

 

 

 
〈発行〉中国生産性本部 
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